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 要  旨 
 
Web上の情報量は飛躍的に増大し、構造は複雑になっている。しかしながら、
Web上の情報に対してはWeb検索サービスがある。Web検索サービスにより、全
文検索による検索が行え、ユーザは簡単に情報を探し出すことができる。  
一方PCもHDD容量の増加に伴い、PC内の情報量は増加している。しかしなが
ら従来のPCには単純な形での検索能力しか備わっておらず、Web上の情報を検索
するよりも、身近なPC内の情報を検索する方が難しい。最近は、Web検索の手法
を取り入れたPC内検索システムも提供され始めた。だがそれはキーワードによる
検索で、Web検索とほとんど変わらない。  
PC内の情報にはWeb上の情報にはない、ユーザが情報を作成する際に行った思
考、行動の履歴である個人のコンテキストがある。例えば時間という個人のコン
テキストをキーワード検索システムに用いた場合、出力される結果はユーザによ
って異なってくる。このように、個人のコンテキストを用いることで、ユーザに
あわせた検索が提供できる。そのため、個人のコンテキストを生かした検索シス
テムは有用であり、非常に重要だと考えられる。しかし、それにもかかわらず、
個人のコンテキストが活用されていない。その理由は、従来取得されていた個人
のコンテキストの種類が少なく、提示の仕方も構造把握と詳細把握の二つを満た
す検索が行われていないためであると考えた。  
そこで、ユーザがどこを注目していたかが分かるウインドウのランクなどの、
新たな個人のコンテキストを定義し取得し、取得したコンテキストを元に、人間
の知的活動の履歴である思考の変遷を生成することを提案する。思考の変遷が視
覚化される事で、ユーザは記憶をキーとして使用することができる。  
ユーザがどこに注目していたかに関するウインドウのランクなどの、新たな個
人のコンテキストを定義し取得し、取得したコンテキストを元に、思考の変遷を
生成し、構造表現と詳細表現の両方で視覚化を行う。そのために、個人のコンテ
キスト情報を取得するシステムと、取得した個人のコンテキストを元に思考の変
遷を視覚化するシステムの設計と実装を行った。  
最後に、実装したシステムを用いて有用性を確認するために評価実験、分析を
行った。 
